
                請負事業体及び立木販売における災害発生報告(休業４日以上)     ２ ７ － ２  

 １ 署  等  名  木曽森林管理署 

 ２ 事業の種類   請負事業（造林） 

 ３ 災害発生日時等 

 

 平成２７年 ６月 ８日（月）   ９時 ５分頃発生  

  怪我の程度：左第１趾切断   休業見込み：２ヶ月 

 ４ 災害発生場所  長野県木曽郡木祖村 小木曽国有林１０６４い林小班 

 ５ 契約相手方  木曽協和産業株式会社 代表取締役 神田清二 

 ６ 事業実行事業体   同上 

 ７ 被災者年齢等 

 

  年齢： ３４歳    性別：男               ２の事業の経験年数：７年 

 雇用区分：常雇     社会保険等加入状況：労災、雇用、健康、厚生、林退                

 ８ 従事作業  伐倒作業（保育間伐活用型） 

 ９ 災害概況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当日、被災者は同僚５名（荷掛Ａ・Ｃ、造材Ｂ、集材機Ｄ、伐倒Ｅ）と土場でのミーティングを終えた後、7時50分頃から先山へ移

動を開始し、被災地周辺での伐倒作業に従事していた。 

9時05分頃、被災者は集材線の架設作業に支障となる急傾斜地（傾斜６８度）にあったカエデ立木①（胸高１６cm、樹高９m）をチ

ェーンソーで伐倒した。 

次に、カエデ立木②（胸高２０cm、樹高１２m）を伐倒するため、カエデ立木①の切株を足場として左足を置き伐倒を始めた。 

カエデ立木②は二又木であり、根元付近で２本に分かれている状態であったため、初めにカエデ立木②－１を斜面下方からチェー

ンソーを入れて伐倒した。 

続いて、カエデ立木②－２の斜面下方に手前側から突っ込み切りを行い、受け口として６ｃｍ程切った。 

最後に、カエデ立木②－２の斜面上方から追口切りを開始し、カエデ立木②－２が傾きかけたので速度を速めて追い口切りを行っ

たところ、合わせ切りであったために、伐倒木の根元が、カエデ立木①の切株に置いていた被災者の左足の上に滑り落ち受災した。 

被災者は同僚Ａに被災したことを無線で連絡した。同僚Ａは直ちに同僚Ｂに救急車の要請及び会社への連絡を指示し、被災者の救

助へ向かった。無 線 で 災 害 発 生 を 知 っ た 同 僚 Ｃ 、 Ｄ 、 Ｅ も 被 災 者 の 救 助 に 向 か っ た 。  

9時 09分  同 僚 Ｂ は 木 曽 広 域 消 防 に 携 帯 電 話 で 連 絡 し 、 救 急 車 の 出 動 を お 願 い し た 。  

9時 15分  同 僚 Ｂ は 会 社 社 長 に 災 害 発 生 の 連 絡 を 行 っ た 。  

9時 20分  会 社 社 長 は 木 曽 森 林 管 理 署 に 災 害 発 生 の 連 絡 を 行 っ た 。  

10時 15分  木 曽 広 域 消 防 が 救 急 車 へ 被 災 者 を 収 容 し 救 急 処 置 を 行 っ た 。  

10時 50分  ヘ リ 搬 送 に よ り 諏 訪 赤 十 字 病 院 に 被 災 者 が 到 着 し 処 置 を 行 っ た 。  

1 0  そ の他特 記すべき 事項  チ ェ ー ン ソ ー 特 別 教 育 （ 平 成 ２ ０ 年 ５ 月 ２ １ 日  受 講 済 ）  
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